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1. アプリについて 

 

山川出版社発行「一問一答日本史」、「一問一答世界史」をベースに、日本史は約 4600問、世界史

は約 4700問を選択問題（４択）と、手書き入力で解答できるアプリです。基本は「手書き」モー

ドを使用し、知識を確実なものにして定着を図ります。 

プレミアムサポートコースの日本史では、「自習用」として、世界史では、主に「予習用」として

使用します。 
 
 
 
★印の表示について 

問題文に表示される★印は、用語の内容や入試問題における重要度を考慮して３つのランクに分け

て表示されています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【日本史】 

★★★＝基本用語（約 1980問） 
★★＝標準用語（約 1360問） 
★＝その他の必要用語（約 1250問） 

【世界史】 

★★★＝基本用語（約 2380問） 
★★＝標準用語（約 1750問） 
★＝その他の必要用語（約 590問） 
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2. 初期設定（ログイン～学習開始まで） 

アプリ「山川 日本史」/「山川 世界史」をタップしてください。 

ボタン「駿台生はこちら」をタップしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 画像は日本史のアプリです。 

利用規約にチェックを入れ、ID/PW（駿台生マイページ登録 ID、PW）を入力してログインしてください。 
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下記画面が表示されれば初期設定は完了です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 主な機能 

3.1 学習【操作手順】 

単元を選んで学習することができます。 
学習をタップし、学習範囲を選択します。 
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解答方法を「手書き」で選択し、出題問題を選択 

・「すべての問題」：選択した項のすべての問題 

・「不正解の問題」：一度回答した際に不正解だった問題 

・「未回答の問題」：一度も解答したことが無い問題 

 

問題を選択して、学習開始をタップします。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

左上の「登録」ボタンを押すと、問題がアプリ内に登録されます。 

間違った問題や、わからなかった問題などを登録しておくと、復習をする際に便利です。 
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3.2 学習記録【操作手順】 

達成度や弱点をチェックできます。正解、不正解の記録がグラフで表示されます。 

「学習記録」をタップし、（「学習」から、右上にある学習記録からも表示可能。）確認したい「章」
「節」「項」を順にタップします。「項」をタップすると「学習」の設定画面に遷移し、そのまま学
習を行えます。 
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3.3 テスト【操作手順】 

テスト範囲、問題数を設定すると、その範囲からランダムに出題されます。 

「テスト」をタップし、テスト範囲を選択します。 

解答方法を「手書き」で選択し、問題数を「10 問」「20 問」「30 問」「すべての問題」から選択し

て、「テスト開始」をタップします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テスト問題一覧画面で「テストを開始」し、全問解答後に採点結果が表示されます。 
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４．ICT授業での使用方法 

４.1 日本史 

日本史では自習用として、山川一問一答を使用します。 

 

４.２ 世界史 

世界史の ICT授業では「知識問題トレーニング」の予習用として、山川一問一答を使用します。 

なお、１回目の授業につきましては、ガイダンスと山川アプリを用いた「慣熟訓練」の時間として

予定をしています。 

以降の単元（範囲）については、別途単元表がありますので、そちらを確認してください。 

基本は前ページ（3.3）の「テスト」を用いて学習をし、余裕があれば残りの問題を「学習」を用い

て演習していきます。 
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５．その他仕様 

【手書き入力の正誤】 
解答の正誤は書籍版の内容に準じているため、一般的に誤りでなくても、入力内容によって正解にならない場合
があります。 
【例】 
正）・・・1867年 10月 14日      ・誤）・・・一八六七年十月十四日、1867/10/14 

・正）・・・セオドア＝ローズヴェルト  ・誤）・・・セオドア＝ローズベルト 
 
【記号は省略可能】 
括弧、句読点などの記号は省略可能です。以下の例はすべて正解です。 
【例】 
ホー＝チ＝ミン ／ ホー＝チ・ミン ／ ホー・チ＝ミン ／ ホーチミン 

【省略可能な記号の例】 
（ ） ・ 「 」 〔 〕 ＝ 、 。 , 
 
【似た文字と認識される場合】 
入力した文字によっては、似た形の別の文字と認識されてしまうことがあります。 
入力枠の下に表示される変換候補より正しい文字を選択してください。 
【似た文字と認識されてしまう例】 
・「へ（ひらがな）」と「ヘ（カタカナ）」 
・「り（ひらがな）」と「リ（カタカナ）」 
・「ク（カタカナ）」と「ワ（カタカナ）」 
・「ニ（カタカナ）」と「二（漢字）」と「＝（記号）」 
・「（―（長音））」と「一（漢字）」と「‐（記号）」        等 
 
【数字】 
アラビア数字と漢数字は同じ扱いになります。 ※二ケタの漢数字については以下のように不正解になる場合が
あります。 
【例】 
・正）・・・５世紀 
・正）・・・五世紀 
【例】 
・正）・・・グレゴリウス 13世 
・正）・・・グレゴリウス一三世 
・誤）・・・グレゴリウス十三世 
 
【アルファベットの大文字、小文字】 
アルファベットの大文字、小文字は区別しています。略語などで使われるアルファベットは大文字になります。 
【例】 
・正）・・・PKO 
・誤）・・・Pko、pko 
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